
生きにくい社会を生きる

今日は「人権のチャペル」ということなの
で，人権の話をしようと思います．こんにち
では，「人権が守られるべきだ」ということ，
このことには誰もが同意すると思います．し
かし，どのような権利が守られるべきなの
か，どのようにしたらその権利が守られるの
か，このようなことに関しては，意見が一致
しないことが多いと思います．
今，社会はどんどん進化しています．しか

し「人権を守る」ということ，このような基
本的なことがまだ実現できない社会に私たち
は生きています．世界を見渡せば，国民の多
くが絶対的な貧困状態にある，あるいは政治
的な権利が剥奪されているという，明らかな
人権侵害がたくさんあります．ただ，私は主
に日本社会のことを研究しているので，今日
は日本のことを念頭にお話ししたいと思いま
す．
先ほど打樋先生から紹介していただいたよ

うに，私は「働くこと」の研究をしていま
す．皆さんと同じような学部生の頃は，私は
正義や不平等の問題にすごく関心がありまし
た．だから，平等とは何か，正義とは何か，
ということに関する哲学的な本なども読んだ
りしていました．

でも，大学院に進んで研究を進めていくう
ちに，もっと具体的なことを考えるようにな
りました．その具体的なことというのが，
「働く」ということ，「働く現場で生じる不正
義の問題」でした．このことについてもっと
深く考えたいと思うようになりました．
私たちの社会は，なぜこんなにも生きにく

いのでしょうか．生きることがすごく難しい
と，皆さんはそのように感じることはないで
しょうか．どのようにしたら私たちの社会が
もっと生きやすい社会になるのか，それを私
は労働というフィールドから明らかにしたい
と思っています．

「職場の人権」研究会との出会い

人権という話なので，「職場の人権」とい
う研究会のお話をしたいと思います．この研
究会の拠点は大阪ですが，私は「職場の人
権」研究会に大学院生の時に出会いました．
「職場の人権」研究会は，研究者だけではな
くて，労働組合運動の活動家，企業や NPO
で働いている人，学生たちなど，いろいろな
立場の人が集って，社会で起きている問題に
ついて語り合う場でした．
この研究会で取り上げられるテーマという

のはすごく多様です．例えば，ハラスメント
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の問題，セクハラやパワハラの問題，ジェン
ダー不平等の問題，移民労働者，過労死や過
労自殺，非正規労働の話，あるいは日本と他
の国の働き方の比較の問題．本当にいろいろ
なテーマについて，立場が違う人が語り合う
場でした．
大学院生の時の私は本ばかりを読んでいた

ので，この「職場の人権」研究会はすごく刺
激的だったのです．研究会に行って，自分が
知らないことがいかに多く，自分に知識がな
いのか，それが痛感されました．研究会に参
加して，立場の違う様々な人達の話に耳を傾
け，社会で起きていることを直視しなければ
いけないと思いました．
この研究会は今でもオンラインで継続して

います．最近聞いた話は，コロナ禍における
シングルマザーの厳しい状況についての調査
研究でした．皆さんもニュース等で見るかと
思いますが，シングルマザーの人は非正規労
働の人が多くて所得が十分ではなくて，生活
がきつい状況にあります．このコロナ禍で収
入や仕事などを失った人もすごくたくさんい
ます．子どもにご飯を与えるために自分は1
日に1食だとか，子どもの残り物だけを食
べて過ごすとか，そのような実態です．この
ような社会の現実を知ることの重要性，他の
人の話に耳を傾けることの重要性を今でも痛
感しています．

働く場で人権がないがしろに
されている

では，なぜ「職場の人権」といわなければ
いけないのでしょうか．それは，働く場で人
権がないがしろにされているのだという，そ
のような問題意識があるからです．どのよう

な仕組みをつくったら人権が守られるのか，
それをみんなで考えているという研究会で
す．
職場の人権について，先ほどテーマを少し

紹介しましたけれども，論じるべきさまざま
なテーマがあります．実は研究会が発足して
20年以上がたつのです．でも，職場の人権
にまつわる問題はなくなっていません．むし
ろもっとひどく，そして複雑になっていま
す．私はいつも思うのですけれども，なぜこ
のようにたくさんの問題があって，多くの人
がそれを問題だと言っているのに，なぜ解決
しないのでしょうか．なぜ問題が解決しない
のか，それを考える重要性をいつも痛感しま
す．
1999年の研究会発足時の呼び掛けを，

少し紹介します．「私たちの国では，今，職
場での従業員の処遇が，その労働者個人の人
権抑圧をももたらしをもする状況があらわに
なっている，労働問題は最大の生活問題であ
るばかりか，普通の労働者にとって深刻な人
権問題になりつつあるのだ」．例えば，過労
死，過労自殺の問題があります．人は生きる
ために働いていますよね．でも，働き過ぎて
死んでしまうということがあります．昔から
過労死は問題視されているのに，今でもなく
なっていません．先ほど，私たちの社会は
「生きにくい」と言いました．なぜこのよう
に生きにくいのか．そこで，人権という概念
を考えてみます．人権は非常に難しい概念で
すよね．何をもって人の権利だと考えるの
か，どこまでが人権として保障されるべきか
ということです．どのように思いますか．考
えてみたらすごく難しいです．
昔は，人権の概念はすごくシンプルだった

のです．近代社会が始まった当初は，人の奴
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隷とならないこと，自分の体や精神を自由に
使えることなど，そのようなことが人権とし
て主張されてきたわけです．でも，現代では
さまざまな権利が認められるようになりまし
た．現代の人権とは，経済的な権利や社会的
な権利などを含むようになっています．
さて，私たちはどのような権利を持ってい

るのでしょうか．皆さんはそれぞれ，ご自分
にはどのような権利があると思いますか．皆
さんが社会のことを勉強していると，「健康
で文化的な最低限度の生活を営む権利」とい
うことを聞いたことがあると思います．で
は，どのような生活であれば健康で文化的で
最低限度の生活なのでしょうか．
例えば路上生活はいかがでしょう．お金が

なくて1日1食で過ごすこと，これはいか
がでしょうか．あるいは生理用品が買えない
ということ，これは今の社会で実際に起きて
いることです．そして，これは貧困と呼ばれ
ている問題です．
このような貧困に陥ったらどのようにした

らいいでしょうか．日本では生活保護制度が
あります．ただ，少しインターネットで検索
してみたら分かるように，貧困な状態にある
人，路上生活にあるような人が，生活保護を
受けたいと思っているわけではないです．そ
のような生活保護の存在に疑問を持っている
人もたくさんいるわけです．そのような貧困
に陥るような事態を招いたのは自分の責任で
はないか，それを自分にも他人にも求めると
いう，そのような自己責任を過度に求める風
潮が，この世の中にあるわけです．

問題が解決されないことを直視する

このコロナ禍で人権問題というのは非常に

深刻になっています．私も調査でいろいろな
人の話を聞くことがあるのですけれども，何
らかの困難を抱えている人が非常に多いで
す．この緊急事態宣言に入る前に，いろいろ
な困っている人の話を調査で聞きました．そ
この調査で感じたことは，人は幸せになりた
いのだという基本的なことです．
例えば結婚して子どもを2人持ちたいの

だと，落ち着いて子育てをしたいのだという
希望があります．あるいはうつなどの問題を
抱えていても，働ける場所は欲しいという希
望があります．あるいは70歳を過ぎたら家
でゆっくり過ごしたい，家庭菜園でもしたい
という希望，でも年金が十分ではなくて，
70歳を過ぎてもずっときつい仕事を，肉体
労働をし続けなければいけないという，その
ような現実があります．
困っている人たちというのは特別な人たち

ではないのです．しかし何らかのことが原因
となって，働くことや家族のこと，健康のこ
となど，そのようなことが原因になって幸せ
になれない人がたくさんいるという社会の現
実です．
貧困な状態にあるということ，路上生活で

あるということや，お金がなくてご飯が食べ
られないということ，それは先ほど言ったよ
うな健康で文化的な最低限度の生活が送られ
ていないことだと私たちは思いますよね．そ
のような状況を何とかしなければいけないと
思うと思います．
でも，何とかすることがすごく難しいので

す．生活保護を受けることが恥だという人が
います．自分もそのように思うし，家族や親
族や近所の人にもそのように思われてしまっ
た，だからすごく人権が剥奪されていても多
くの人は耐えているわけです．自分が悪いと
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思って我慢しているわけです．だからそれよ
りも進んで，幸せになりたいのだ，良い教育
を受けたいのだ，男性も女性も同じ権利が欲
しいのだ，などと言うとぜいたくだと，その
ように言われてしまうこともあります．
では，どのようにすればいいのかというこ

とを考えると，非常に難しいです．問題につ
いて知れば知るほど，問題が複雑で解決が難
しいものであることを痛感します．どのよう
な権利をどのように保障していくか，それを
考えることが非常に難しいです．だから私た
ちは，困っている人や，その人たちの欲求を
ぜいたくだと言うような人たち，その人たち
を取り巻く社会を直視し，理解しなければい

けません．やはりそこしか解決の道はないの
かなと，私は思っています．
皆さんは社会学部で学んでいて，いろいろ

なテーマが社会学部はありますけれども，私
は，多くの研究というのはすごく単純な欲求
に導かれていると思います．社会を良くした
い，人権を守りたい，幸せになるには，な
ど，そのような欲求をどのようにしてかなえ
ていくかと，そのために社会を直視していく
ことが大事だと，私は思っています．以上で
時間になりましたので，私の話は終わりたい
と思います．ありがとうございました．

（社会学部准教授）
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